




徳島大学モラエス研究会 佐藤 征弥 
 
はじめに 
 会田慶佐は、ヴェンセスラウ・デ・モラエスの “O ‟Bon-odori„ em Tokushima”（邦題『徳島の
盆踊』）を翻訳した人物として知られている。会田訳の『徳島の盆踊』は、モラエスの死後 6 年
























































































































































 また、その翌年の 1935（昭和 10）年、雑誌『真理』7 月号に会田による「第二の小泉八雲 — 









時期 筆者 メディア タイトル 備考 
1923（大正 12）年か










































1924（大正 13）年 会田慶佐 
サンパウロ州の外字
新聞 


























































































する 6 名である。この座談会の模様は「モ翁を偲ぶ座談会」として 7 回に分けて同紙に掲載さ
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5） 岡本良知.「ウェンセスラウ・デ・モラエス氏に就いて」.書誌 第 2号, 31-32頁.（1925）. 同
誌には、この記事に続いてモラエス著 “ Fernão Mendes Pinto no Japão” を岡本が翻訳した
「メンデス・ピント雑考（一）」が掲載されている。 
 
6） 岡村多希子.『モラエスの旅 — ポルトガル文人外交官の生涯』.彩流社. （2000）. 
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ポルトガル語を話す二人の日本人学生が訪ねてきたことを”Bravo!...”と伝えている。ま
た同巻の 27-32 頁には、最初に訪ねた阿部六郎による訪問記 “Uma visita ao sr. Wenceslau 





























13） 記事は「モラエスとフランシスカ」と題されており、上下に分けて 1935（昭和 10）年 7 月 1
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